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第１２回足利市農業委員会議事録 

 

足利市農業委員会会長 長谷川良光は、令和３年５月２５日、午前９時００分、農業委

員を足利市役所に召集し、第１２回足利市農業委員会を開催した。 

 

１ 出席した委員は、次のとおりである。 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

議席

番号 
氏  名 

  １ 小山 勉   ２ 桐生さとみ   ３ 石𣘺孝雄 

  ４ 藤生正浩   ５ 清水 茂   ６ 岡村奏一 

  ７ 本島一喜   ８ 柏瀬正雄  ９ 三田照子 

１０ 星野雅彦 １１ 森山正和 １２ 河内義昭 

１３ 長谷川良光 １４ 赤坂安一 １５ 遠藤茂太 

 

１ 出席した農地利用最適化推進委員は次のとおりである。 

蓼沼克夫、青木芳光、長竹武男、鴇田忠夫、岩本仙太郎、本嶋ミチ子、嶋田重雄、 

関口孝雄、入江泰三、湯澤 有、齋藤 幹、沖山匡弘、岡田哲也、山根常夫、 

平塚和弘、石川弘幸、小林重雄、田島哲夫 

１ 出席した職員は、次のとおりである。 

局長 荻原淳志、次長 河内 厚、副主幹 齋藤玲子、主査 杉戸政徳 

１ 書記は、次のとおりである。 

主査 本田未央子 

１ 会議事件は、次のとおりである。 

(議事日程のとおり) 

１ 会議の概要は次のとおりである。 

局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告いたします。ただいまの出席委員は１５名全員であります。 

推進委員の出席は１８名であります。 

なお、推進委員の皆さんは農業委員会等に関する法律第２９条により担当

地区の農地等の最適化の推進について意見を述べることができます。 

本日の議事日程について報告いたします。 

日程第１ 議事録署名委員の決定について 

日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長 

専決処理について 

日程第３ 議案第１号から議案第３号について 

議案第１号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断 

について 
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議長 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

主査 

 

 

議案第３号 農用地利用集積計画の決定について 

以上であります。 

ただいま局長から報告のあったとおり、出席委員１５名で定足数に達して

おりますので、これより第１２回足利市農業委員会総会を開会いたします。 

【午前９時３分 開会】 

それでは日程に入ります。 

日程第１ 議事録署名委員の決定についてを議題といたします。 

議事録署名委員は、議長において指名することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、よって議事録署名委員は議長において指名いたします。 

５番 清水委員、１０番 星野委員を指名いたします。 

ご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議事録署名委員は両名と決定いたしました。 

続いて日程第２ 農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局

長専決処理について、事務局からの報告を求めます。 

議案書の１ページをお開き下さい。 

農地法第４条及び第５条の規定による届出に係る事務局長専決処理につい

て、ご報告させていただきます。１ページの総括表に基づきましてご報告いた

します。 

まず始めに、農地法第４条の届出ですが、件数が５件、筆数が７筆、面積が

３，６５９．８㎡となっております。 

続きまして、農地法第５条の届出ですが、件数が１６件、筆数が２０筆、面

積が１３，９９０㎡となっております。 

合計いたしまして、件数が２１件、筆数が２７筆、面積が１７，６４９．８

㎡となっております。 

また、詳細につきましては、第４条の届出が２ページに、第５条の届出が３

ページから６ページに記載されております。 

以上報告いたします。 

ただいま、事務局から報告致しましたが、ご質問はございませんか。 

【質問なし】 

それでは、専決処理についてご了承願います。 

続いて日程第３に入ります。 

議案第１号 農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題と

いたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の７ページをお開きください。 

議案第１号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご説明い

たします。 
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５月の申請件数は９件、うち太陽光７件、一般住宅２件でした。それでは、

説明に入ります。 

１番、申請地は板倉町地内の田、２，０９９㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル４６２枚を５６７

㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地です。許可基準等につきましては備考欄をご参照ください。 

議案書の５２ページをご覧ください。１番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、実情調査報告書が５

１ページからとなっておりますので、ご覧ください。 

なお、５月１１日に行った、事務局による事前調査時の写真はご覧のとおり

です。（モニター画面に投影） 

では、議案書７ページにお戻りください。 

２番、申請地は菅田町地内の田、１６０㎡ほか２筆、計５２２㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１１６．７６㎡を建築するもので

す。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は使用貸借の設定、農地区分は第２種

農地です。 

議案書の５７ページをご覧ください。２番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書７ページにお戻りください。 

３番、申請地は樺崎町地内の田、８００㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル１３８枚を３６１．

５６㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地です。 

議案書の５８ページをご覧ください。３番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書８ページをお開きください。 

４番、申請地は大月町地内の田、３６７㎡です。 

施設の概要は一般住宅１棟で、延床面積１２６．４８㎡を建築するもので

す。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地です。 

議案書の５９ページをご覧ください。４番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 
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議長 

では、議案書８ページにお戻りください。 

続く５番、７番、８番は、大沼田町の第２種農地において、同一の譲受人が、

使用貸借権の設定で、太陽光発電設備用地を目的とした申請となっています。 

５番、申請地は大沼田町地内の田、１，７６６㎡において、太陽光発電パネ

ル２００枚を４４１．８㎡に設置するものです。 

議案書の６０ページをご覧ください。５番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書８ページにお戻りください。 

６番、申請地は大沼田町地内の田、１，６０９㎡のうち４５７㎡です。 

施設の概要は工事車両進入路用地で、７番の太陽光発電パネルを設置する

際に鉄板を敷き、約４か月間、工事車両の通行のために使いたい、というもの

です。 

議案書の６１ページをご覧ください。６番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書８ページにお戻りください。 

７番、申請地は大沼田町地内の田、６３１㎡において、太陽光発電パネル 

２００枚を４４１．８㎡に設置するものです。 

議案書の６２ページをご覧ください。７番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書９ページをお開きください。 

８番、申請地は大沼田町地内の田、７６３㎡において、太陽光発電パネル 

２００枚を４４１．８㎡に設置するものです。 

議案書の６３ページをご覧ください。８番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

では、議案書９ページにお戻りください。 

９番、申請地は大前町地内の田、９８０㎡ほか１筆、計１，３７６㎡です。 

施設の概要は太陽光発電設備用地で、太陽光発電パネル４４０枚を７３４．

８㎡に設置するものです。 

申請理由は記載のとおりで、契約内容は所有権移転の売買、農地区分は第２

種農地です。 

議案書の６４ページをご覧ください。９番の調査書となっております。調査

書は各項目とも適正なものと判断されております。また、現地の様子はご覧の

とおりです。（モニター画面に投影） 

以上、５条許可申請９件です。よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番を上程いたします。 
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議長 

 

入江推進委員 

 

副主幹 

 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

６番 岡村委員 

６番 岡村です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

資料の５１ページをご覧下さい。 

調査年月日は令和３年５月１７日月曜日、午前９時から、調査班は柏瀬委員

を班長といたしまして、桐生委員、清水委員、長谷川会長、私の５名で調査を

行いました。 

調査対象、契約内容、申請理由については、事務局から説明がありましたの

で省略いたします。 

今回、５条許可申請の実情につきましては、申請地の現地確認と、申請人お

よび申請代理人の出席のもと、聞き取り調査を行いました。 

本件は、群馬県太田市で太陽光発電事業地の維持管理を行う申請人が、事業

の拡大を目的に申請地を譲り受け、申請人として初めて、太陽光発電設備を設

置し運営したいというものです。 

申請地は、南側が山林で日照が遮られるため、４６２枚のパネルとメンテナ

ンス車両の駐車スペースを配置するには、低圧であっても約２，０００㎡の面

積が必要とのことでした。 

発電出力は８５．４７kw で、売電単価は税抜き１８円、年間約１６０万円

の売電収入となり、９年目には収支がプラスになる計画です。転用にかかる費

用の全額を自己資金で賄います。 

申請地は整地のみで、安全対策のフェンスは、境界から５０㎝後退して設置

します。雑草の管理は年３回以上の草刈りを行い、市内の事業者であるため、

近隣から苦情があった際にはすぐ対応できる、とのことでした。 

申請地は、東および西は田、北側は道路および田、南側は山林です。転用に

よって進入できなくなる農地はなく、水路も現況を維持して施工するとのこ

とで、周辺農地に影響はないと考えます。 

最後に、計画通りに施工し、転売は絶対にしないとの言葉を申請人から確認

しております。 

結論として、申請地は、板倉町東部の第２種農地であり、申請人の実情から、

転用の必要性が認められ、別紙調査書の許可基準を満たしていることから、調

査班としては許可相当と判断いたしました。 

以上で、報告を終わります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

 申請地の周囲の道路は幅が狭く、生活道路にもなっているので、工事車両の

往来の際は気を付けてほしいと思います。 

 実情調査会において、申請人と申請代理人に対し、その旨を伝えておりま

す。また、資材搬入の際に、途中で軽トラに積み替える場合は、資材を周辺農
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議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

２番 

 

 

副主幹 

 

議長 

 

議長 

 

議長 

 

 

 

 

副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地に絶対に置かないこと、車両の重みで道路が破損した場合は市道路河川保

全課の指導を仰ぐことを求め、了承いただきました。 

では、ただいま報告のあった本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号 １番はそのように決定いたしました。 

続いて２番から９番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

２番 桐生委員。 

２番 桐生です。９番の譲受人は、過去の約束通り、許可地の水路周りの草

を刈ってくれていますが、刈った草が全部、水路に投げ込まれています。これ

では水が流れません。事務局から注意してもらえますか。 

 許可地の場所を教えてください。事務局で現地を確認した後、譲受人に直

接、是正を促します。 

 ほかに、意見はありますか。 

【意見なし】 

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第１号 ２番から９番はそのように決定いたしまし

た。 

続いて議案第２号 農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断

についてを議題といたします。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１０ページをお開き下さい。 

第２号議案、農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの判断につい

て、ご説明いたします。 

当案件は、農業委員会が農地法第２条第１項の「農地」に該当するか否かの

判断が必要となった場合に、総会の議決により判断いただくため、今回上程す

るものです。 

対象地は３筆あり、名草上町地内の田、面積６５７㎡、同じく名草上町地内

の田、面積２５７㎡、名草下町地内の畑３９６㎡で、いずれも荒廃農地の把握

年月日は令和３年４月３０日、現況確認日は５月１７日です。 

現地の状況は、雑木が混在した竹林の様相を呈しており、周囲の状況から見

て、農地に復元することが出来ないと見込まれるため、農地法第２条第１項に

規定する「農地」に該当しないと、判断したということであります。 

位置図、公図につきましては、議案書の６５ページから６６ページに載せて

あります。現地の様子はご覧のとおりです。（モニター画面に投影） 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 
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議長 

 

２番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

長竹推進委員 

湯澤推進委員 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

湯澤推進委員 

 

議長 

 

湯澤推進委員 

 

議長 

 

 

 

３番 

 

 

本件は調査班が調査しておりますので、報告を求めます。 

２番 桐生委員。 

２番 桐生です。 

実情調査の結果を報告いたします。 

調査年月日及び調査班は、５条許可申請と同じであります。 

調査対象の概要、確認の趣旨については、事務局から説明がありましたので

省略いたします。 

今回非農地の判断を行うにあたり、２ヵ所３筆の現地調査を行いましたと

ころ、対象地は集落に近い山の裾野にあり、雑木が混在した竹林となっている

ことを確認しました。周囲は山林となっている状況からみて、今後農地に復元

するための物理的な条件備が、著しく困難な土地と判断いたしました。 

結論として、調査班は非農地として判断いたしました。以上で、報告を終わ

ります。 

ただいま報告のあった本件について、担当地区推進委員から意見等ござい

ますか。 

 ありません。 

 教えてください。以前、私の地元においても、山林と一体化した農地を非農

地判断するため、事務局と登記官が来ましたが、当時の登記官から、区域が明

確になっていない、と測量を求められました。今回は、境界が明らかでなくて

も非農地として認めてくれたのでしょうか。また、農地解放で山林を切り崩し

て取得した農地なので、非農地にできない、と言われたこともあります。 

今は、全国農業会議も農水省でも、再生が不可能な農地は山林に戻しましょ

う、という考えです。しかし、個々の登記官の権限が強く、登記官がダメ、と

いったらダメなんです。登記官によって対応が異なる、という問題は以前から

あります。そのため、県農業会議を通じて全国農業会議へ、農水省と法務省の

考え方や対応に統一性を持たせるよう要請しています。  

 また、非農地判断の場合は、自分で耕作せずに放置した場合は認められない

と思います。 

 この案件は、土地所有者の親の代に山林化が始まり、現在の状態になったも

のを相続した、と聞いています。 

 わかりました。また、周りが耕作されていて、ポツンと山林化したところは

認められないと思います。 

 そうですね。非農地判断はケースバイケースで、事務局と登記官がすり合わ

せできたものが上程されているわけです。 

 ほかにありませんか。 

 ３番 石𣘺委員。 

 ３番 石𣘺です。 

 農地を非農地判断したことと、登記地目の変更はリンクしているのでしょ

か。 
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 農業委員会で非農地判断しても、登記官が非農地と認めなかった場合、土地

所有者は地目を変えることができないので、事前に事務局と登記官で現地を

確認し、変更後の地目を共有するようにしています。 

 私の案件なので、説明させてください。この農地は、祖父が分家に出た際に

譲り受けたと聞きました。当時から日が当たらず、梅の木を植えたり、下には

フキを植えたようですが、シカの食害に遭うため、農地として利用しなくなっ

たところを父から相続しました。 

わかりました。では本件について、意見を求めます。 

【意見なし】  

それでは、本件を許可することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第２号はそのように決定いたしました。 

ここで、次の議題について関連事案がありますので、星野職務代理と議長を

交代いたします。 

【午前９時４７分 議長交代】 

続いて議案第３号 農用地利用集積計画の決定についてを議題といたしま

す。 

事務局の説明を求めます。 

議案書の１１ページをお開きください。 

議案第３号、農用地利用集積計画の決定について、ご説明いたします。令和

３年５月３１日公告予定分であります。 

議案書の１２ページをご覧下さい。今回の議案の総括表であります。貸借権

設定、利用権設定が、１６０件で面積４１０，６８５．７５㎡です。所有権移

転はございません。 

貸借権設定についてですが、詳細が１３ページから４７ページに記載され

ておりますのでご覧ください。 

審議の後、承認をいただきましたら、５月３１日付で公告の手続きを行いま

す。 

以上よろしくご審議をお願いいたします。 

本件は先に１番から１０番を上程いたします。 

ここで、農業委員会等に関する法律、議事参与制限により、４番 藤生委員

６番 岡村委員、７番 本島委員、１３番 長谷川委員、１４番 赤坂委員、

１５番 遠藤委員の退席を求めます。 

【午前９時４９分 退席】 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件は計画のとおり決定することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、議案第３号 １番から１０番はそのように決定いたしま
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した。 

ここで、関連事案の審議が終了しましたので、退席した６名の委員の出席を

求めます。 

また、長谷川会長と議長を交代いたします。 

【午前９時５１分 出席・議長交代】 

続いて１１番から１６０番を上程いたします。 

本件について、意見を求めます。 

【意見なし】 

それでは、本件を承認することにご異議ございませんか。 

【「異議なし」の声あり】 

異議なしと認め、１１番から１６０番はそのように承認いたしました。 

以上で本日の議案審議全部を終了いたしました。 

続いて、報告事項 農地法施行規則第２９条第１号該当証明願の処理経過

について、事務局の報告を求めます。 

報告事項、農地法施行規則第２９条第１号該当証明願の処理経過について、

ご説明いたします。 

これは農業用倉庫など、農作物の生産のために必要な施設について、農業用

である旨証明を行うものです。この証明に基づき、課税が農業用施設として認

識されます。農業用倉庫などについては、倉庫への進入部分や駐車場なども含

めて２アール、２００㎡未満という条件がございます。ただし、農業用の通路

につきましては、面積の上限がありません。 

今回の案件は、松田町地内の畑、面積は２筆合計１，１４７㎡のうち１４７．

５㎡で、概要は農業用通路です。受付年月日は令和３年４月３０日、処理年月

日は令和３年５月１０日です。 

以上報告いたします。 

ただいま事務局より報告のあった本件について、ご意見はございませんか。 

【意見なし】 

それでは、ご了承願います。 

なお、議案末尾に事前協議申請の処理経過及び農地法第１８条第６項の規

定による通知について載せておきましたので、ご承知おきください。 

慎重なるご審議をいただき、ありがとうございました。 

以上で、第１２回足利市農業委員会総会を閉会いたします。 

【午前９時５３分 閉会】 
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